
　
世
界
が
注

目
す
る
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
、

ト
ラ
ン
プ
会

談
が
決
裂
し
、
一
人
ほ
く
そ
笑

む
プ
ー
チ
ン
。
米
国
が
軍
事
支

援
停
止
に
踏
み
切
る
中
、
欧
州

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
強
化
の
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
数
々
の
戦

争
、
紛
争
に
介
入
し
て
き
た

が
、
自
国
本
体
は
戦
場
に
な
っ

た
こ
と
が
な
い
国
と
、
幾
多
の

戦
禍
に
国
土
を
踏
み
に
じ
ら
れ

た
経
験
を
持
つ
国
々
の
差
が
顕

わ
に
な
っ
た
と
の
見
方
が
あ
る

▼
翻
っ
て
我
が
国
の
国
会
で

は
、
高
額
療
養
費
制
度
の
改
定

（
改
悪
）
で
論
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
高
校
ま
で
の
授
業
料

無
償
化
と
は
裏
腹
に
、
生
命
に

関
わ
る
治
療
中
断
や
受
診
抑
制

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
現
実
に

な
ろ
う
と
し
た
の
だ
。
保
守
王

国
と
し
て
名
高
い
島
根
県
知
事

を
し
て
「
国
民
を
死
に
追
い
や

る
国
家
的
な
殺
人
未
遂
だ
」
と

言
わ
し
め
た
代
物
で
あ
る
▼
長

期
療
養
者
は
現
行
通
り
と
の
一

部
修
正
案
は
全
く
受
け
入
れ
ら

れ
ず
、
2
0
2
7
年
度
以
後
は

事
実
上
凍
結
す
る
と
こ
ろ
ま
で

動
い
た
。
し
か
し
、
さ
ら
な
る

修
正
の
な
い
ま
ま
予
算
案
は
衆

議
院
を
通
過
。
与
党
が
多
数
を

占
め
る
参
議
院
で
こ
れ
以
上
の

期
待
は
で
き
な
い
か
と
思
わ
れ

た
が
、
夏
に
改
選
と
な
る
自
公

両
党
議
員
か
ら
も
凍
結
を
求
め

る
声
が
出
て
き
た
。
患
者
団
体

代
表
と
の
会
談
を
経
て
、
石
破

首
相
は
つ
い
に
全
面
凍
結
を
表

明
。
と
り
あ
え
ず
の
危
機
は
先

送
り
と
な
っ
た
が
、
秋
ま
で
の

再
検
討
に
向
け
、「
未
遂
」
に

終
わ
ら
せ
る
べ
く
国
民
の
声
を

結
集
し
、
運
動
を
続
け
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（呑

鉄
童
）

　
本
紙
が
発
刊
さ

れ
る
頃
は
確
定
申

告
も
終
わ
り
、
税

務
は
一
息
つ
い
て

い
る
頃
だ
ろ
う

か
。
最
近
は
顧
問

税
理
士
に
税
務
を
お
願
い
し
て

い
る
方
が
多
い
た
め
、
以
前
よ

り
は
楽
に
な
っ

て
い
る
は
ず
だ

が
、
や
は
り
申

告
前
に
な
る
と

帳
票
類
の
不
足

な
ど
で
バ
タ
バ

タ
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
確
定
申
告
が
終
わ
る
と
税
務

調
査
が
始
ま
る
。
最
近
は
税
理

士
が
関
与
す
る
医
療
機
関
が
増

え
た
こ
と
も
あ
り
、
か
つ
て
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
少
な
く
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で

税
務
調
査
件
数
は
減
っ
て
い
た

が
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
他
業
種

も
含
め
件
数
が
増
え
始
め
た
と

聞
く
。
疑
問
点
な
ど
が
あ
れ
ば

協
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
た

い
。
税
理
士
や
弁
護
士
な
ど
の

専
門
家
に
よ
る
相
談
室
も
お
気

軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
実
施
医
療

機
関
へ
の
基
金
・
国
保
発
行
の

振
込
通
知
書
や
支
払
調
書
が
紙

で
郵
送
さ
れ
な
く
な
り
、
請
求

シ
ス
テ
ム
で
受
け
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
保
存
期
間
が
短
い
上
、
分

か
り
に
く
い
。
利
用
の
一
助
に

な
れ
ば
と
帳
票
一
覧
を
作
成

し
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
の
で
ご
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
お
け
る
手
続
き
の
見
直

し
の
一
環
と
し
て
、
税
務
署
は

1
月
か
ら
、
申
告
書
等
の
控
え

用
の
書
面
へ
の
収
受
日
付
印
の

押
捺
は
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ

た
。
確
定
申
告
の
収
受
印
も
当

然
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
金
融
機

関
等
に
確
定
申
告
書
の
提
示
を

求
め
ら
れ
た
時
に
税
務
署
印
が

な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
他
の
税
務
関
連
の
手
続
き

で
も
収
受
印
が
廃
止
さ
れ
た
の

で
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

2
月
の
京
都
府
議
会
で
医
療

機
関
へ
の
補
助
金
・
助
成
金
の

予
算
が
審
議
さ
れ
た
。
実
施
要

領
な
ど
の
詳
細
が
公
表
さ
れ
次

第
、
本
紙
な
ど
で
お
伝
え
す

る
。

　
協
会
の
斡
旋

融
資
制
度
に
つ

い
て
も
少
し
触

れ
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
政
策
金

利
の
上
昇
局
面

に
よ
り
、
制
度
金
利
が
今
後
上

が
る
と
予
想
さ
れ
る
。
影
響
を

少
し
で
も
減
ら
し
、
条
件
面
も

緩
和
で
き
る
よ
う
交
渉
を
重

ね
、
4
月
よ
り
制
度
改
定
す

る
。
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
（
関
連
5
面
）。

税
務
行
政
の
変
革
へ
の
対
応
に

協
会
の
情
報
や
相
談
室
の
活
用
を

　
京
都
府
保
険
医
協
会
の
理
事
長
、
副

理
事
長
、
監
事
、
理
事
は
、
2
0
2
5

年
5
月
31
日
で
任
期
（
2
年
）
が
終
了

し
ま
す
。
任
期
終
了
に
あ
た
り
理
事

長
、
副
理
事
長
、
監
事
の
選
挙
を
規
約

第
14
条
・
選
挙
規
定
第
1
章
に
よ
り
、

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
＝
3
月
25
日（
火
）

　
▽
立
候
補
締
切
日
時
＝
4

月
4
日
（
金
）
16
時

　
▽
選
挙
す
る
役
職
名
＝
理

事
長
1
人
、
副
理
事
長
5

人
、
監
事
2
人

　
※
理
事
（
十
数
人
）
は
規
約
第
14
条
第
3
項
に
よ

り
理
事
長
が
副
理
事
長
と
合
議
し
て
選
任
し
ま
す
。

　
▽
任
期
＝
2
カ
年
：
25
年
6
月
1
日

〜
27
年
5
月
31
日

　
▽
選
挙
日
程
・
場
所
＝
5
月
15
日

（
木
）
14
時
15
分
よ
り
、
登
録
会
館

（
烏
丸
御
池
）
に
て
第
2
0
9
回
臨
時

代
議
員
会
を
開
催
し
選
挙
を
行
い
ま
す
。

　
※
選
挙
規
定
第
16
条
に
よ
り
、
立
候
補
届
出
の

あ
っ
た
候
補
者
が
定
数
以
内
の
時
は
投
票
を
行
わ

ず
、
京
都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
会
議
長
が
候
補
者

を
も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま
す
。

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立
候
補
届
出

書
は
協
会
の
所
定
の
様
式
1
を
使
用

し
、
所
定
の
候
補
者
経
歴
表
を
添
付
し

て
立
候
補
締
切
日
時
ま
で
に
、
本
人
が

代
議
員
会
議
長
ま
で
ご
提
出
下
さ
い
。

立
候
補
届
出
書
と
候
補
者
経
歴
表
は
協

会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。（
選
挙
規
定

第
6
条
1
項
・
第
7
条
）

　
▽
所
信
表
明
＝
投
票
に
よ
る
選
挙
が

行
わ
れ
る
時
は
、
各
候
補
者
は
代
議

員
・
予
備
代
議
員
に
所
信
の
表
明
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
文
書

の
字
数
は
千
字
以
内
と
し
、

立
候
補
締
切
期
日
後
3
日
以

内
に
代
議
員
会
議
長
に
ご
提

出
下
さ
い
。（
選
挙
規
定
第

9
条
1
項
）

　
▽
選
挙
公
報
＝
投
票
に
よ

る
選
挙
が
行
わ
れ
る
時
は
、
代
議
員
会

議
長
は
立
候
補
届
出
書
等
の
書
類
審
査

の
上
、
速
や
か
に
選
挙
公
報
を
作
成

し
、
代
議
員
・
予
備
代
議
員
に
送
付
し

ま
す
。（
選
挙
規
定
第
10
条
）

 

選
挙
公
示

選
挙
公
示

 

理
事
長
、副
理
事
長
、監
事

理
事
長
、副
理
事
長
、監
事

抗
議
収
ま
ら
ず

８
月
実
施
見
送
り

　
政
府
は
高
額
療
養
費
の
自
己

負
担
限
度
額
を
2
0
2
5
年
8

月
か
ら
3
段
階
で
引
き
上
げ
る

こ
と
を
、
25
年
度
予
算
案
に
盛

り
込
ん
だ
。
引
き
上
げ
は
全
て

の
年
代
、
全
て
の
所
得
階
層
を

対
象
と
し
、
予
定
通
り
行
わ
れ

れ
ば
27
年
8
月
に
平
均
所
得
層

で
最
大
5
万
8
5
0
0
円（
1
・

73
倍
）
も
の
大
幅
引
き
上
げ
と

な
る
。

　
国
は
当
事
者
の
意
見
を
聴
く

機
会
を
設
け
ず
、
わ
ず
か
1
カ

月
弱
で
引
き
上
げ
方
針
を
決
め

た
。
治
療
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
と
訴
え
る
患
者
団
体
と
面

会
し
た
の
は
2
月
中
旬
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
り
、「
多
数
回
該

当
」
の
み
を
据
え
置
く
微
修
正

で
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
。

　
石
破
首
相
は
2
月
28
日
の
衆

院
予
算
委
員
会
で
、
患
者
団
体

と
の
対
話
が
不
十
分
だ
っ
た
こ

と
は
認
め
た
。
だ
が
、
8
月
の

引
き
上
げ
を
予
定
通
り
実
施

し
、
26
、
27
年
度
に
予
定
す
る

2
段
階
目
以
降
の
引
き
上
げ
の

あ
り
方
を
再
検
討
す
る
と
の

「
一
部
見
直
し
」
に
と
ど
め
、

立
ち
止
ま
ろ
う
と
は
し
な
か
っ

た
。
予
算
案
は
3
月
4
日
、
自

民
党
、
公
明
党
、
日
本
維
新
の

会
の
賛
成
で
衆
議
院
を
通
過

し
、
参
議
院
に
送
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
夏
の
参
院
選
を

控
え
て
与
党
内
か
ら
も
批
判
が

上
が
り
、
異
例
の
3
度
目
の
修

正
と
な
っ
た
。

首
相
ら
に
中
止
を
要
請

撤
回
求
め
会
員
署
名
も

　
協
会
は
2
月
25
日
、
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
引
き

上
げ
中
止
を
求
め
る
要
請
を
石

破
首
相
、
福
岡
厚
労
相
に
送

付
。

　
要
請
は
、
が
ん
や
難
病
な
ど

重
篤
な
疾
患
や
長
期
に
治
療
が

必
要
な
患
者
が
高
額
な
医
療
費

負
担
に
よ
っ
て
治
療
の
継
続
が

脅
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
高

額
療
養
費
制
度
の
役
割
か
ら
す

れ
ば
、
現
在
で
も
十
分
と
は
言

え
な
い
。
こ
れ
を
さ
ら
に
弱
め

る
よ
う
な
今
回
の
引
き
上
げ
は

断
固
と
し
て
撤
回
を
求
め
る
―

と
し
た
。

　
ま
た
厚
生
労
働
省
資
料
に
、

い
わ
ゆ
る
長
瀬
効
果
で
約
2
2

7
0
億
円
減
（
実
効
給
付
率
が

変
化
し
た
場
合
に
経
験
的
に
得

ら
れ
て
い
る
医
療
費
の
増
減
効

果
）
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
生
命
を
脅
か
す
治
療

中
断
を
織
り
込
み
済
み
で
あ
る

こ
と
を
批
判
し
た
。

　
会
員
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
緊
急
署
名

1
4
1
筆
を
集
め
、
3
月
13
日

に
国
会
要
請
を
行
っ
た
。
署
名

に
は
、
▼
命
に
直
結
す
る
改
悪

高額療養費の限度額引き上げ撤回を
生命を脅かす改悪は許されない

は
許
さ
れ
な
い
▼
見
直
す
べ
き

は
高
額
薬
価
で
あ
り
、
高
額
療

養
費
見
直
し
は
人
道
上
問
題
だ

▼
負
担
引
き
上
げ
前
に
国
会
議

員
の
定
数
削
減
等
や
る
べ
き
こ

と
が
あ
る
▼
経
済
的
事
情
で
治

療
の
機
会
を
奪
う
こ
と
の
な
い

よ
う
撤
回
を
求
め
ま
す
▼
あ
ま

り
に
乱
暴
な
や
り
方
で
す
。
撤

回
を
求
め
ま
す
―
な
ど
の
声
が

上
げ
ら
れ
た
。

安
心
し
て
治
療
が
受
け

ら
れ
る
国
に

3
月
5
日
に
は
京
都
社
会
保

障
推
進
協
議
会
に
よ
る
四
条
烏

丸
で
の
街
頭
宣
伝
に
協
会
も
参

加
し
、
改
悪
撤
回
を
訴
え
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
自
身
が
が
ん

患
者
の
医
師
か
ら
の
訴
え
を
紹

介
。
闘
病
、
休
業
で
経
済
的
に

苦
し
い
中
で
高
額
療
養
費
に
助

け
ら
れ
た
が
、
再
発
す
れ
ば
閉

院
・
売
却
も
や
む
な
し
と
し
、

医
療
費
や
生
活
費
に
不
安
な
中

で
の
制
度
変
更
に
非
常
に
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
訴

え
、
治
療
を
諦
め
て
し
ま
う
方

が
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
な

が
ら
強
行
す
る
国
の
姿
勢
を
批

判
し
た
。
そ
の
上
で
、
限
度
額

は
む
し
ろ
引
き
下
げ
て
、
経
済

的
に
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら

れ
、
退
院
後
も
治
療
を
受
け
な

が
ら
仕
事
が
で
き
る
環
境
整
備

を
強
く
国
に
求
め
た
。

知っトクパンフ知っトクパンフ
の活用をの活用を

　「知ってトクする！ 医療・
介護・税金の負担軽減策
2025年版」（保団連作成）を
本紙に同封しました。窓口
での患者さんへの配布など
複数ご入用の方は協会にご
注文下さい（１部50円）。

　
石
破
首
相
は
3
月
7
日
、
高
額
療
養
費
の
負
担
限
度
額
引

き
上
げ
の
8
月
実
施
を
見
送
り
、
今
秋
ま
で
に
あ
ら
た
め
て

方
針
を
検
討
し
決
定
す
る
と
表
明
し
た
。
患
者
団
体
や
保
団

連
・
各
地
協
会
な
ど
医
療
関
係
者
か
ら
撤
回
を
求
め
る
世
論

が
急
速
に
広
ま
り
、
3
度
目
の
方
針
転
換
に
追
い
込
ん
だ
。

協
会
は
さ
ら
に
計
画
そ
の
も
の
の
撤
回
を
求
め
て
い
く
。

保団連が国会前で抗議（3月13日）

2 0 2 5 年 (令和 7年) 3 月 2 5 日 第 3 1 9 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

主な内容

地
区
と
の
懇
談（
右
京
、
与
謝
・
北
丹
）（
2
面
）

「
定
額
減
税
等
を
解
説
」

（
2
面
）

　
　

白
色
確
定
申
告
説
明
会

新
連
載
医
療
安
全
Ｑ
＆
Ａ
P
a
r
t
Ⅱ
（
3
面
）

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで



　
協
会
は
右
京
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
1
月
23
日
に
右
京
医
師

会
館
で
開
催
。地
区
か
ら
5
人
、

協
会
か
ら
6
人
が
出
席
し
た
。

　
右
京
医
師
会
の
松
木
正
人
会

長
か
ら
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
な

ど
、
我
々
世
代
で
も
つ
い
て
い

け
る
か
ど
う
か
の
制
度
変
更

で
、
高
齢
の
会
員
か
ら
は
廃
院

の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
今
日

の
有
益
な
情
報
を
会
員
に
伝
達

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。
社
会
保
障
制
度
の
行
方
と

医
療
提
供
体
制
の
テ
ー
マ
を
中

心
に
、
同
会
の
高
島
啓
文
副
会

長
の
司
会
で
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　
被
保
険
者
の
資
格
確
認
の

際
、
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
さ

れ
る
カ
ー
ド
等
が
多
岐
に
わ
た

る
問
題
に
つ
い
て
、
地
区
か
ら

は
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
者
に
は

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」、
非

登
録
者
に
は
「
資
格
確
認
書
」

が
送
ら
れ
て
お
り
、
結
局
国
民

全
員
に
何
か
し
ら
を
送

付
し
て
い
る
の
で
、
最

初
か
ら
国
民
全
員
に
保

険
証
を
送
れ
ば
済
む
話

だ
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
忘
れ
て
き
た
生

活
保
護
受
給
者
の
受
診

時
の
対
応
に
つ
い
て
質

問
さ
れ
、
協
会
か
ら
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
保
有
す
る
生
活
保
護
受
給

者
に
は
原
則
紙
の
医
療
券
を
発

行
し
な
い
」
と
い
う
市
の
対
応

は
把
握
し
て
お
り
、
昨
年
末
に

市
の
生
活
保
護
担
当
課
に
申
し

入
れ
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
に
つ
い

て
は
、
今
後
求
め
ら
れ
る
機
能

報
告
に
「
ど
こ
ま
で
を
診
れ
ば

一
次
診
療
に
該
当
す
る
の
か
な

ど
が
曖
昧
だ
」「
診
療
所
に
は

重
症
患
者
も
来
る
が
、
一
次
診

療
だ
け
診
よ
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
」「
現
代
は
専
門
特
化

す
る
開
業
医
も
い
る
の
に
、
昔

の
時
代
の
開
業
医
に
戻
そ
う
と

し
て
い
る
よ
う
だ
」
な
ど
の
声

が
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
。
Ｇ
―

Ｍ
Ｉ
Ｓ
で
の
報
告
は
手
間
が
か

か
る
た
め
無
視
す
る
の
も
一
つ

の
方
法
か
と
の
質
問
に
対
し
、

協
会
は
義
務
化
で
あ
る
た
め
正

当
な
理
由
な
く
回
答
し
な
い
場

合
は
何
ら
か
の
罰
則
が
想
定
さ

れ
る
と
回
答
し
た
。

　
最
後
に
、
右
京
医
師
会
の
小

室
元
副
会
長
か
ら
「
情
報
交
換

す
る
中
で
見
え
て
き
た
、
今
後

対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
を
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た

い
」
と
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を

受
け
、
懇
談
は
終
了
し
た
。

　
鴨
井
氏
は
2
0
2
4
年
分
か

ら
実
施
さ
れ
る
重
要
項
目
を
解

説
。
定
額
減
税
で
は
納
税
者
本

定額減税や基礎控除、
申告書収受の変更を解説
白色確定申告説明会開く

人
と
そ
の
扶
養
親
族
な
ど
の
人

数
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
定
額
減

税
額
を
24
年
分
所
得
税
額
と
住

民
税
所
得
割
額
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
る
と
説
明
し
た
。

た
だ
し
、
24
年
分
の
所
得
税
に

係
る
合
計
所
得
金
額
が
1
8
0

5
万
円
以
下
で
、
控
除
で
き
る

所
得
税
額
、
個
人
住
民
税
所
得

割
額
が
あ
る
者
が
対
象
と
述
べ

た
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
一

般
住
宅
の
新
築
や
新
築
住
宅
の

取
得
等
が
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
24
年

に
お
け
る
住
宅
の
新
築
、
新
築

　
協
会
は
与
謝
・
北
丹
医
師
会

と
の
懇
談
会
を
2
月
22
日
に

ウ
ェ
ブ
で
開
催
。
与
謝
医
師
会

か
ら
5
人
、
北
丹
医
師
会
か
ら

6
人
、
協
会
か
ら
5
人
が
出
席

し
た
。

　
北
丹
医
師
会
・
安
井
俊
雄
副

会
長
の
司
会
で
懇
談
が
進
め
ら

れ
、
同
医
師
会
・
上
田
誠
会
長

か
ら
「
国
会
で
は
社
会
保
障
費

の
削
減
が
議
論
さ
れ
危
機
感
を

覚
え
て
い
る
。
国
民
が
生
活
に

困
っ
て
い
る
中
で
の
議
論
で
、

こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
危
惧
さ

れ
る
。
協
会
は
こ
の
事
態
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
知
り
た
い
。

限
ら
れ
た
時
間
で
あ
る
が
深
い

議
論
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。
社

会
保
障
制
度
の
行
方
と
医
療
提

供
体
制
改
革
に
つ
い
て
協
会
よ

り
報
告
し
、
意
見
交
換
し
た
。

　
地
区
よ
り
「
7
月
の
参
議
院

選
挙
で
は
、
医
療
団
体
が
国
民

医
療
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
示

す
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
」
と

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
協
会
か
ら
は
「
現
状
を
国

民
に
訴
え
て
世
論
と
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
、
3
月
に
は
京

都
選
出
の
国
会
議
員
を

訪
問
し
直
接
働
き
か

け
、
医
療
の
現
状
を
訴

え
る
予
定
で
あ
る
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
た
情
報
発
信

も
進
め
た
い
」
と
回

答
。
ま
た
、
地
区
か
ら

「
自
助
・
共
助
・
公
助

の
う
ち
、
自
助
・
共
助

が
カ
ツ
カ
ツ
で
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
事
態
を
打
開

す
る
た
め
に
は
公
助
し
か
な
い

が
、
財
源
論
を
出
さ
れ
る
た
め

に
話
が
進
ま
な
く
な
る
」
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
協
会
は
「
財

源
論
を
巡
っ
て
は
、
財
政
均
衡

が
必
要
な
の
か
議
論
に
な
る
。

補
正
予
算
を
組
ん
で
も
や
る
べ

き
こ
と
は
や
ら
な
い
と
、
財
政

が
健
全
化
し
て
も
国
民
が
疲
弊

し
、
医
療
が
破
綻
し
か
ね
な

い
。
ま
だ
ま
だ
医
療
に
使
え
る

京都府保険医協会の会員医療機関の皆さまには、大阪府保険医協
同組合（M＆D保険医ネットワーク：協会提携）のオンライン共同購
入で、医薬品・医療材料・機器を“特別価格”でご購入いただけます。
●  24時間いつでも購入 
１回の注文金額が7,000円（税別）以上で送料無料

● 商品名・商品コードによる検索、購入履歴から楽々注文
● 注文確認メールを返信、１カ月ごとの注文履歴の確認が可能

ご利用にはID・パスワードが必要です。ID・パスワードの発行はオンライン共同
購入ページの「発行はコチラ」の申込フォームから、会員名でお申込み下さい。

おすすめ
医薬品・医療材料等の
オンライン共同購入オンライン共同購入

オンライン共同購入 検索

　
協
会
は
2
月
19
日
に
府
南
部

の
病
院
向
け
に
奈
良
県
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
、
27

日
に
は
府
北
部
の
病
院
向
け
に

市
立
福
知
山
市
民
病
院
に
て

「
適
時
調
査
対
策
・
施
設
基
準

管
理
の
実
際
」
と
題
し
て
施
設

基
準
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

両
日
併
せ
て
、
27
病
院
・
1
診

療
所
か
ら
63
人
が
参
加
し
た
。

府
南
部
向
け
は
奈
良
県
保
険
医

協
会
と
共
催
、
府
北
部
向
け
は

市
立
福
知
山
市
民
病
院
の
協
力

を
得
て
開
催
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
協
会
事

務
局
が
保
団
連
発
行
『
届
出
医

療
等
の
活
用
と
留
意
点
』
を
サ

ブ
テ
キ
ス
ト
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
資
料
で
解
説
し
た
。
施
設
基
準

要
件
の
確
認
の
た
め
実
施
さ
れ

る
適
時
調
査
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
22
年
度
か
ら
再
開
。
適
時

調
査
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
指

示
が
行
わ
れ
る
が
、
最
も
大
き

な
問
題
は
自
主
返
還
で
あ
る
。

特
に
返
還
事
項
を
引
き
起
こ
し

や
す
い
の
は
、
施
設
基
準
の
う

ち
人
員
基
準
や
、
数
値
に
よ
り

規
定
さ
れ
た
施
設
基
準
の
不
適

合
等
で
あ
る
と
し
、
適
時
調
査

の
進
め
ら
れ
方
や
特
徴
、
誤
り

や
す
い
ポ
イ
ン
ト
等
を
具
体
的

な
内
容
を
紹
介
す
る
な
ど
し

た
。

　
協
会
は
白
色
確
定
申
告
説
明
会
を
ウ
ェ
ブ
併
用
で
2
月

5
日
に
開
催
し
た
。
講
師
は
京
都
下
鴨
税
理
士
法
人
の
鴨

井
勝
也
税
理
士
、
参
加
者
は
7
人
。

お
金
は
あ
る
」
と
し
た
。
ま

た
、
地
域
医
療
構
想
で
丹
後
が

モ
デ
ル
推
進
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
状

と
課
題
を
意
見
交
換
。
協
会
か

ら
、
地
域
に
よ
り
課
題
は
異
な

る
の
に
都
市
部
と
同
じ
構
想
で

ま
と
め
て
し
ま
う
の
は
問
題
が

あ
る
と
し
た
。
そ
の
他
、
小
児

科
や
外
科
の
医
師
数
が
増
え
な

い
こ
と
へ
の
危
機
感
や
医
師
の

働
き
方
改
革
、
年
金
制
度
と
多

岐
に
わ
た
る
課
題
に
つ
い
て
議

論
し
た
。
協
会
は
、
現
場
で
働

い
て
い
る
会
員
の
声
を
地
区
か

ら
し
っ
か
り
上
げ
て
も
ら
い
、

国
に
改
善
し
て
い
く
よ
う
働
き

か
け
た
い
と
し
た
。

　
最
後
に
与
謝
医
師
会
・
山
根

行
雄
会
長
が
「
医
政
活
動
を
通

じ
て
、
保
険
医
協
会
が
考
え
て

い
る
良
い
考
え
を
具
体
的
に
実

現
す
る
方
向
に
持
っ
て
い
け
る

よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
終
了
し
た
。

自
主
返
還
の
指
摘
を
詳
説

施
設
基
準
管
理
セ
ミ
ナ
ー

住
宅
の
取
得
で
一
定
の
省
エ
ネ

基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
は
原

則
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
、
税
額

控
除
の
計
算
に
お
け
る
住
宅
等

借
入
金
の
限
度
額
が
減
額
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
続
い
て
、
所
管
税
務
署
に
よ

る
申
告
書
等
へ
の
収
受
日
付
印

の
廃
止
に
言
及
。ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の

利
用
率
が
所
得
税
申
告
で
69
・

3
％
、
法
人
税
申
告
で
86
・
2

％
に
達
し
て
お
り
、
今
後
も
利

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
国
税
に
関
す
る
手
続
き
の

見
直
し
の
一
環
と
し
て
、
25
年

1
月
か
ら
書
面
で
提
出
さ
れ
た

申
告
書
等
の
控
え
に
収
受
日
付

印
が
押
印
さ
れ
な
く
な
っ
た
と

説
明
。
当
面
の
間
、
押
印
に
代

え
て
提
出
受
付
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
が
配
布
さ
れ
る
が
、
受
付
日

や
受
付
税
務
署
、
提
出
書
類
な

ど
は
納
税
者
が
記
載
す
る
必
要

が
あ
る
と
注
意
喚
起
し
た
。

　
最
後
に
25
年
度
税
制
改
正
大

綱
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
基
礎

控
除
に
つ
い
て
、
合
計
所
得
金

額
が
2
3
5
0
万
円
以
下
で
あ

る
個
人
の
控
除
額
の
10
万
円
引

き
上
げ
や
給
与
所
得
控
除
の
最

低
保
障
額
が
55
万
円
か
ら
65
万

円
へ
の
引
き
上
げ
等
を
解
説
し

た
。

講
師
の
鴨
井
氏

府
南
部
・
北
部
病
院
向
け

マ
イ
ナ
問
題
全
員
に
保
険
証
を
送
れ
ば
済
む

か
か
り
つ
け
医
機
能
曖
昧
な
一
次
診
療
範
囲

右
京
医
師
会
と
懇
談

1
月
23
日
　
右
京
医
師
会
館

丹
後
が
地
域
医
療
構
想
の
モ
デ
ル
推
進
区
域

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
協
会
活
動
に
期
待

与
謝
・
北
丹
医
師
会
と
懇
談

2
月
22
日
　
ウ
ェ
ブ
会
議

出
席
者
11
人
で
開
催
さ

れ
た
右
京
医
師
会
と
の

懇
談

出
席
者
16
人
で
開
催
さ

れ
た
与
謝
・
北
丹
医
師

会
と
の
懇
談

府
南
部
の
セ
ミ
ナ
ー
は

奈
良
協
会
と
共
催
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Ｑ
、
転
院
に
際
し
て
診
療
情

報
提
供
書
を
作
成
し
た
と
こ

ろ
、
患
者
か
ら
事
前
に
内
容
を

確
認
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
が
、
応
じ
る
必
要
が
あ

書
や
他
院
に
依
頼
し
た
検
査
画

像
の
開
示
を
請
求
さ
れ
ま
し
た

が
、
開
示
し
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
、
診
療
情
報
提
供
書
と
は

一
般
的
に
、
医
師
が
患
者
に
他

機
関
で
の
診
療
の
必
要
性
等
を

認
め
た
場
合
（
例
：
医
療
法
1

条
の
4
第
3
項
、
診
療
報
酬
点

数
表「
診
療
情
報
提
供（
Ⅰ
）」、

診
療
情
報
提
供
等
に
関
す
る
指

針
10
）
に
、
当
該
患
者
の
同
意

を
得
て
、
そ
の
診
療
に
基
づ
く

診
療
情
報
を
当
該
機
関
に
提
供

す
る
た
め
に
作
成
す
る
文
書
で

す
。
紹
介
状
と
言
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。

（
1
）
事
前
開
示
の
求
め
に

対
し
て

　
診
療
情
報
提
供
書
の
内
容
は

患
者
の
個
人
情
報
で
す
。

　
当
該
患
者
が
開
示
を
求
め
た

場
合
、
原
則
と
し
て
拒
否
で
き

ま
せ
ん
（
個
人
情
報
保
護
法
第

33
条
第
2
項
前
段
）。

　
例
外
的
に
、
以
下
の
場
合
は

開
示
を
拒
否
で
き
ま
す
（
同
条

第
2
項
後
段
）
が
、
該
当
す
る

ケ
ー
ス
は
（
特
に
三
は
）
比
較

的
稀
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
　
本
人
ま
た
は
第
三
者
の

生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
他
の

権
利
利
益
を
害
す
る
恐
れ
が
あ

る
場
合

　
二
　
当
該
個
人
情
報
取
扱
事

業
者
の
業
務
の
適
正
な
実
施
に

著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
場
合

　
三
　
他
の
法
令
に
違
反
す
る

こ
と
と
な
る
場
合

　
設
問
で
は
、
か
よ
う
な
例
外

に
該
当
す
る
よ
う
な
事
情
は
見

当
た
ら
な
い
た
め
、
患
者
の
申

し
出
を
断
る
理
由
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
じ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
開
示
し
た
結
果
、
患
者
か
ら

内
容
の
変
更
を
求
め
ら
れ
た
場

合
、
こ
れ
に
応
じ
る
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
開
示
す
る
場
合
は

あ
ら
か
じ
め
そ
の
点
を
説
明
し

た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
必
要
な
情
報
の
記
載
漏
れ

に
よ
っ
て
、
患
者
が
適
切
な
治

療
を
受
け
ら
れ
ず
、
損
害
が
生

じ
た
場
合
は
損
害
賠
償
責
任
を

負
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
患
者
か
ら
変
更
を

求
め
ら
れ
た
際
に
は
、
今
一

度
、
医
学
的
に
変
更
が
必
要
か

ど
う
か
を
検
討
し
た
上
で
患
者

の
申
し
出
に
応
じ
る
か
否
か
を

決
め
て
下
さ
い
。
変
更
の
有
無

を
問
わ
ず
、
変
更
を
求
め
ら
れ

た
経
過
を
カ
ル
テ
な
ど
に
と
ど

め
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
（
2
）
当
院
宛
て
の
診
療
情

報
の
取
扱
い

　
他
院
で
作
成
さ
れ
た
当
院
宛

て
の
診
療
情
報
提
供
書
や
他
院

に
依
頼
し
た
検
査
画
像
も
、
患

者
の
個
人
情
報
で
あ
り
、
当
院

の
当
該
患
者
に
関
す
る
診
療
記

録
の
一
つ
で
す
。

　
保
険
診
療
上
の
診
療
情
報
提

供
書
は
紙
・
電
子
カ
ル
テ
に
綴

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

カ
ル
テ
と
し
て
5
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
医
師

法
第
24
条
、
療
担
規
則
第
9

条
※
）。
検
査
画
像
を
カ
ル
テ

に
取
り
込
む
場
合
は
カ
ル
テ
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
の
で
5
年

間
、
別
途
保
存
す
る
場
合
は
保

険
診
療
記
録
と
し
て
3
年
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
療
担
規
則
第
9
条
※
）。

　
こ
れ
ら
の
保
存
期
間
中
に
患

者
か
ら
開
示
を
求
め
ら
れ
た
場

合
は
、（
1
）と
同
様
に
原
則
と

し
て
開
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
※
療
担
規
則
…「
保
険
医
療
機
関
お
よ
び
保
険

医
療
養
担
当
規
則
」
の
略
称
と
し
て
表
記
し
て
い

ま
す
。
カ
ル
テ
な
ど
の
保
存
期
間
に
つ
い
て
は
、

本
紙
第
2
7
7
3
号
の
保
険
診
療
Ｑ
＆
Ａ
（
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
照
可
）
に
要
点
を
ま
と
め
た

も
の
が
、ま
た
、厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
一
覧
表
を
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

り
ま
す
か
。

ま
た
別
の
患

者
か
ら
、
当

院
宛
て
の
診

療
情
報
提
供

他院他院ととのの共有情報共有情報
の開示請求の開示請求

　
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
京
都
府

保
険
医
協
会
か
ら
『
コ
ロ
ナ
禍

の
医
師
た
ち
』
の
体
験
記
が
発

刊
さ
れ
、
体
験
記
を
お
送
り
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
中
国
で
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

は
全
世
界
に
広
ま
り
、
収
束
の

兆
し
も
う
か
が
え
な
い
状
況

で
、
経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
2
0
2

3
年
5
月
に
は
5
類
に
移
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
国
内
で
初
確
認
さ
れ
て

か
ら
5
年
と
な
り
ま
す
。

　
私
は
2
0
0
2
年
に
国
家
公

務
員
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
時
に
母
を
亡
く
し

て
、
父
子
家
庭
と
し
て
苦
し
い

生
活
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
経
験
を
何
か
社
会
の
た
め
に

貢
献
し
た
い
と
、
地
域
の
福
祉

活
動
に
長
年
参
加
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
後
2
0
1
5
年
か

ら
2
0
2
3
年
ま
で
の
8
年

間
、
精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
理
事
長
を
勤
め
て
お
り
ま
し

た
。
小
規
模
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

も
運
営
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
間
の
4
年
余
り
に
つ
い
て
は

感
染
予
防
対
策
等
を
順
次
実
施

し
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ま
や
職

員
に
感
染
者
が
続
出
し
て
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
を
度
々
休

止
す
る
こ
と
に
な
り
、
お
客
さ

　
協
会
が
発
刊
し
た
コ
ロ
ナ
体
験
記
『
コ
ロ
ナ
禍
の
医
師
た
ち
』

（
2
0
2
4
年
7
月
）
に
つ
い
て
、
精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会
前
理
事

長
の
長
谷
川
悟
氏
に
自
身
の
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
や
地
域
の
活
動
の
紹
介

も
交
え
て
所
感
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

続
け
て
お
り
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
卓
上
出
版
で

記
念
誌
『
精
華
の
歩
み
と
学
研

都
市
』
を
編
集
し
て
い
ま
す
。

編
集
に
あ
た
り
、
貴
協
会
の

『
コ
ロ
ナ
禍
の
医
師
た
ち
』
の

体
験
記
を
参
考
・
引
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
用
し
た

記
事
は
「
京
都
府
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
」
の
グ
ラ
フ
と
文
章
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
記
念
誌
の
概
要
は
、「
学
研

都
市
の
街
び
ら
き
」
30
年
、

「
精
華
」
誕
生
1
3
0
年
が

テ
ー
マ
で
す
。
原
稿
投
稿
者
は

町
民
・
団
体
・
法
人
・
学
研
都

市
企
業
で
、
原
稿
数
は
1
3
8

フ
ァ
イ
ル
の
大
作
で
あ
り
ま

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
精
華
町
の
若
い
子
ど
も
た

ち
に
精
華
町
の
歴
史
や
学
研
都

市
の
成
り
立
ち
等
を
伝
承
す
る

の
は
、
私
た
ち
高
齢
者
の
責
務

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
体
験

記
『
コ
ロ
ナ
禍
の
医
師
た
ち
』

に
つ
い
て
は
、
貴
協
会
の
歴
史

の
1
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
今

後
も
毎
年
年
表
等
の
編
集
を
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
年
表
が
1
0
0
冊
に
な
れ

ば
1
0
0
周
年
の
記
念
誌
の
基

礎
資
料
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

京
都
府
保
険
医
協
会
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
お
礼
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日夜奮闘する姿が目に浮かぶ
本書は協会の歴史の１ページに

精 華 の 歩 み と 学 研 都 市
関 西 文 化 学 術 研 究 都 市 街 び ら き 3 0 年

1992年（平成 4年）－2022年（令和 4年）

「 精 華 」 名 称 制 定 1 3 0 年

令和 7 年(２０２５年) ３月 １日 発 行

     

明明治治２２５５年年（（１１８８９９２２年年））―――――― 令令和和４４年年（（２２００２２２２年年）） 

『精華の歩みと学研都市』
記念誌328頁／2025年４
月１日発行・実費配布
お問い合わせは長谷川悟
（☎090-7887-3661）

体験記 『コロナ禍の医師たち』に寄せて『コロナ禍の医師たち』に寄せて
精華町社会福祉協議会　前理事長　長谷川 悟

そこのところが

知りたかった!
医療安全
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す
。
4
月
を
目

途
に
発
行
す
る

予
定
で
編
集
作

業
を
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆

さ
ま
の
協
力
と

ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
記
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
緊
急
事
態
宣
言
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
数
多
く
の
保

険
医
協
会
の
会
員
医
師
が
後
世

の
若
い
医
師
に
伝
承
す
る
た
め

に
職
務
中
や
休
日
等
に
執
筆
さ

れ
た
原
稿
か
ら
は
、
人
々
の
命

を
救
う
た
め
に
日
夜
奮
闘
さ
れ

て
い
る
姿
が
、
目
に
浮
か
ぶ
よ

う
で
あ
り
ま
す
。
協
会
の
理
念

に
基
づ
い
て
相
当
な
信
念
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
心
か
ら

感
謝
・
感
謝
・
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
理
事
長
在
任
中
、
精
華

町
の
高
齢
者
福
祉
協
議
会
や
審

議
会
で
は
相
楽
医
師
会
の
医
師

の
ご
意
見
を
う
か
が
い
、
私
た

ち
の
福
祉
運
営
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

今
は
理
事
長
を
退
任
し
て
、
理

事
と
し
て
地
域
の
福
祉
活
動
を

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

第1波 第2波

（千人）

第3波 第4波 第5波
第6波 第7波 第8波 第9波 第10波 第11波
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新規陽性者数７日間データ

京都府の新型コロナウイルス感染症の発生動向

厚労省オープンデータ（2020/1/26～2023/5/7）、
札幌医科大学「７日間の新規感染者数推定値」（2023/5/8～）より京都府保険医協会作成

１医療機関定点当たり感染者数

２月 10日～
16日

２月 17日～
23日

２月24日～
３月２日

3.66人 3.57人 3.52人

厚労省データに基づく

厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

vol.vol.11

医療安全講習会

　「今さら聞けない！日常診療における患者対
応のあれやこれや」（Part１、Part２）を協会
ホームページにて公開中です。カルテの開示請
求や手術同意書などについて、あやめ法律事務
所の福山勝紀弁護士が解説しています。

※ 視聴には会員ログイン
が必要です。ログイン
方法は本紙１面の下部
欄外をご確認下さい。

アーカイブ配信

ご視聴はこちらから

あやめ法律事務所
松尾 美幸
弁護士

　
患
者
の
対
応
に
苦
慮
す
る
事

案
に
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
協
会
の
顧

問
弁
護
士
が
お
答
え
す
る
連
載

（
本
紙
第
３
１
０
１
号
か
ら
全

10
回
既
報
）
の
第
2
弾
を
開
始

し
ま
す
。

2 0 2 5 年 (令和 7年) 3 月 2 5 日 第 3 1 9 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

　京都府保険医協会では、医療安全対策関連
の各種書籍・DVDを発行しています。日常
診療の「安全」と「安心」のためにお役立て
下さい。（全て税込・送料別）

医療安全対策関連出版物 お申込は
こちらから

②
医
療
安
全
研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ

partⅢ

医
事
紛
争
事
例
集

―
医
師
が
選
ん
だ
60
事
例

③
事
例
で
見
る
医
療
安
全

対
策
の
心
得（
第
５
版
）

④
医
療
安
全
管
理
対
策
の

基
礎
知
識

（
24
年
２
月
改
訂
版
）

1,000円 5,000円 1,000円 2,000円

①
医
事
紛
争
事
例
集

―
医
師
が
選
ん
だ
60
事
例



　本連載掲載中の２月14日、国は「総合改革意見」の内容
をそのまま反映した「医療法等の一部を改正する法律案」
を一括法案として国会に提出した。本紙編集部は現時点で
は、ここまでの連載と改正法案内容に大きな齟齬はないも
のと判断している。ただし本号の掲載内容は「意見」の段
階では（案）とされていた事項や不明であった事項につ
き、可能な範囲で法案に即して修正している。また現在、
引き続き法案内容の分析を進めており明らかになった事実
は引き続き、本紙や協会ホームページにて情報提供する。
ご留意いただきたい。
　社会保障審議会医療部会の「2040年頃に向けた医療提供
体制の総合的な改革に関する意見」（2024年12月25日）に
おける「医療DXの推進について」の柱は四つである。
①電子カルテ情報共有サービス
　医療機関・薬局等での電子的な情報共有を行うため、
「医療機関等が電子カルテ情報（３文書６情報１））を社会
保険診療報酬支払基金等に対して電子的に提供できる旨を
法律に位置付け、2025年度中に本格稼働を目指す。法に位
置付けることにより個人情報保護法による「第三者提供に
係る本人同意取得の例外」とし、患者の同意取得２）を不
要とする（他の医療機関が閲覧する際には同意が必要）。
　共有サービスの速やかな普及推進のため、医療機関管理
者には体制整備の努力義務を課す。医療機関は電子カルテ
システムの標準化対応の改修、「標準型電子カルテ等の導
入」を進める。
　国は共有サービスに係るシステム・データベース等の開
発・改修費用や医療機関の電子カルテシステムの標準化対
応の財政補助等、サービスの立ち上げに要する費用を負担
する。一方、「サービス全体に要する費用」は患者（被保
険者）・医療機関・保険者・国が「一定程度負担」する。
② マイナンバーカードを活用した医療費助成の効率化（公
費負担医療・地方単独医療費助成のオンライン資格確
認）
　マイナ保険証１枚で医療費助成のオンライン資格確認を
実施できるようにする。すでに2023～24年度に183自治体
が先行実施事業に参加しているが、2026年度以降に制度化
すべく法整備する。体制構築以後の関連システムの管理・
運用等の業務に要する費用は自治体等が負担する方向で調
整する。
③医療等情報の二次利活用の推進
　①の電子カルテ情報について「匿名化・仮名化情報３）」
の利活用を可能とする。さらに厚生労働省が保有する医
療・介護関係でのデータベース（＝公的DB）について
「仮名化情報」の利活用を可能とし、他の公的DBの仮名
化情報や次世代医療基盤法に基づく認定作成事業者のDB
の仮名加工医療情報との連結解析を可能とする。

政
策
解
説

厚労省厚労省「「総合改革意見総合改革意見」」をどう読むか をどう読むか ④④
「医療DX」と「支払基金改革」「医療DX」と「支払基金改革」

される（一次利用）のはまだしも「二次利用」については
無条件に賛成することはできない。
　③にあるように集積した情報は「製薬企業」や「健康産業」
等に提供、活用させることが想定される。この場合の患者
同意は不要で良いのか。医学・医療のためのデータ活用を
全否定してはならないが、利活用のハードルをなし崩しに
下げようとする国の姿勢は看過できない。協会が「『医療
DX』について考える提言」（2024年２月25日）で指摘したよ
うに「医療情報は患者のもの」であり、人権としての「自
己情報コントロール権保障の法制化」がまず必要である。
　またプラットフォームは国の管理するシステムであり、
国家側が全国民の医療・健康情報を閲覧できる仕組みとな
る危険性がある。「公益のため」といって個人情報が政策
目的で活用される危険性が否定できない。そうしたことか
ら「意見」にある「今後、透析情報や蘇生処置に関する情
報、看護や歯科に関する情報等を共有対象に追加すること
について、医療関係者の意見を聴きながら速やかに検討を
進めるべきである」との記述に対しても危惧を抱かざるを
得ないのである。

支払基金の国策利用には論理的理由が
存在しない

　支払基金は1948年に制定された「社会保険診療報酬支払
基金法」に基づき「診療報酬の審査・支払を統一的かつ迅
速に行う機関」として設立された。当時、診療報酬の支払
いは「早くて数カ月、遅いものは１年以上も遅延し、保険
診療が医師に敬遠される大きな原因の一つであった５）」。
支払基金の誕生は戦後の「健康保険の再建とその後の発展
にきわめて重要な役割を果たした」のである。支払基金は
保険医療機関、患者の医療保障双方にとって大切な存在で
ある。
　支払基金の改組について、国の「医療DXの推進に関す
る工程表」（図２）は「社会保険診療報酬支払基金が行って
いるレセプトの収集・分析や、オンライン資格確認等シス
テムの基盤の開発等の経験やノウハウを生かす観点から、
同基金を、審査支払機能に加え、医療DXに関するシステ
ムの開発・運用主体の母体とし、抜本的に改組する」（⑸
医療DXの実施主体）と述べるのみで、なぜ支払基金なの
かを説明できていない。本来の役割から考えて、医療DX
という国策に利用するために組織の性格を丸ごと作り変え
てしまうことの論理的な理由は見当たらないのである。

　さらにDBに研究者・企業等
がリモートアクセスし利用・
解析を行えるようクラウドの
情報連携基盤を構築する。
④ 社会保険診療報酬支払基金
の抜本改組
　社会保険診療報酬支払基金
（以下、支払基金）を審査支
払機能に加え「医療DXに関
するシステムの開発・運用主
体の母体」へと抜本的に改組
する。名称を「医療情報基
盤・診療報酬審査支払機構」
に変更し、法人の目的・業務
に医療DXに関する基盤の整
備・運営を位置付ける。
　組織体制を大きく変更。理
事会廃止、新たな意思決定機
関として「運営会議」を設置
し学識経験者・被保険者（地

１）  ３文書：健康診断結果報告書、診療情報提供書、退院時サマ
リー、６情報：傷病名、感染症、薬剤アレルギー等、その他アレ
ルギー等、検査、処方

２）  個人情報保護法第27条 は、（第三者提供の制限）「個人情報取扱
事業者は、次に掲げる場合を除くほか、あらかじめ本人の同意を
得ないで、個人データを第三者に提供してはならない」と定める
一方、「法令に基づく場合」等の例外規定を設けている。

３）  【仮名加工】他の情報と照合しない限り特定の個人を識別できな
いように加工された情報。原則として個人情報として取り扱う。
【匿名加工】特定の個人を識別できないように加工され、かつ個人
情報を復元できないように加工された情報。個人情報として取り
扱われない。

４） Chief Information Offi  cer＝情報統括員
５）  2005年『日本医療保険制度史【増補改訂版】』（吉原健二・和田勝
著、東洋経済）125ページ

域保険の立場を代表する者も加える）・地域行政・保険者・
診療担当者で構成。審査支業務について「審査支払運営員
会」を設ける。
　現在の常駐役員（理事長・理事）の中に「情報通信技術
に関する高度かつ専門的な知識を有する理事（CIO４））」
を加える。

何が起ころうとしているか
　国は健康保険証の法文からの抹消という強権手法で大多
数の国民に個人番号カードを持たせ、2024年12月２日の保
険証の新規発行停止へ漕ぎつけた。「総合改革意見」は次
に国の目指す医療DXのステップを示したものである。
　医療DXは「より良質な医療やケアを受けられるように」
するための改革だと厚生労働省は語っている。しかし実際
に推進されようとしているのは「公益のため」と言って、
人権を守る「ルール」もないままの国民等の医療・健康情
報の収奪である。
　国は医療機関・介護事業所・自治体の保有する個人デー
タを集積する「全国医療情報プラットフォーム」構築を目
指している（図１）。「電子カルテ情報共有サービス」はそ
の一環である。プラットフォームではオンライン資格確認
を通じた情報（審査支払機関の保有データ等）に加え、
「電子処方箋」による薬剤処方情報も集積され、介護分野
でもレセプト、要介護認定、LIFE、ケアプラン等の共有
が想定されている。
　そうした情報が同意に基づき患者自身のためにのみ利用

2 0 2 5 年 (令和 7年) 3 月 2 5 日第 3 1 9 0 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

図１ 全国医療情報プラットフォーム（将来像）

図２ 医療DXの推進に関する工程表（全体像）

○ オンライン資格確認システムのネットワークを拡充し、レセプト・特定健診情報に加え、予防接種、電子処方箋情報、電子カルテ等の医療機
関等が発生源となる医療情報（介護含む）について、クラウド間連携を実現し、自治体や介護事業者等間を含め、必要なときに必要な情報を共
有・交換できる全国的なプラットフォームとする。

○ これにより、マイナンバーカードで受診した患者は本人同意の下、これらの情報を医師や薬剤師と共有することができ、より良い医療につな
がるとともに、国民自らの予防・健康づくりを促進できる。さらに、次の感染症危機において必要な情報を迅速かつ確実に取得できる仕組み
としての活用も見込まれる。

※第１回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム資料（2022年９月22日）
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融資利率を引き下げ、条件を緩和

種別 制 度 名 限度額
（万円）

返済期間
（カ年）

利率
（年％）

開業医

設 備 資 金 13,000 20 0.75

長期運転資金 1,000 5 0.75

中期運転資金 1,000 3 0.65

短期運転資金 1,000 1 0.60

子弟教育資金 3,000 10 0.95

病院
病院設備資金 50,000 20 1.35

病院運転資金 3,000 3 1.15

勤務医

新規開業資金 10,000 20 0.95

子弟教育資金 2,000 10 0.95

生活安定資金 500 3 0.65

自 由 ロ ー ン 5,000 10 1.80

４月からはさらに使いやすく

　生保６社による安定重視の運用・リスク分散で、安心の積
立ができます。毎年の決算で積立額を確定し、価格変動のリ
スクを受けません。老後資金として最長80歳まで積立できる
のはもちろん、学資やリフォームなどで資金が必要な時に
は、一部または全額を一時金として受け取ることもできます。

受付期間 4月1日～6月20日まで保険医年金

予定利率 1.202％（2025年 1月 1 日現在）

引受保険会社：大樹生命　明治安田生命　太陽生命　富国生命　日本生命　第一生命

加入
資格 満74歳までの協会会員（月払増口・一時払の申込は満79歳まで ）
加入
口数

月　払  1口　1万円　30口限度（30万円／月）
一時払  1口 50万円　1回につき40口（2,000万円）まで

詳しくは本紙同封の
パンフレット・チラ
シをご覧下さい。
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り
組
む
地
元
農
家
を
買
い

支
え
る
と
い
っ
た
自
治
体
政
策

も
求
め
ら
れ
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、「
食
べ

る
こ
と
」
を
通
じ
て
、
消
費
者

や
都
市
住
民
も
農
山
漁
村
と
つ

な
が
っ
て
い
る
。
卑
近
な
例
だ

が
、
冬
に
季
節
外
れ
の
ト
マ
ト

や
キ
ュ
ウ
リ
の
サ
ラ
ダ
を
食
べ

て
喜
ん
で
い
な
い
で
、
根
菜
を

食
べ
る
と
い
っ
た
自
然
生
態
系

の
論
理
に
従
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
確
立
を
含
め
、
農
産
物

流
通
・
消
費
に
お
け
る
構
造
転

換
も
ま
た
必
要
で
あ
る
。「
食

べ
る
こ
と
」
を
通
じ
た
社
会
変

革
を
い
か
に
実
現
す
る
か
、
私

た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る
。

に
投
入
し
、
牛
の
餌
は
稲
わ
ら

や
あ
ぜ
草
を
活
用
す
る
こ
と
で

輸
入
飼
料
や
化
学
肥
料
を
使
わ

ず
、
地
域
資
源
を
循
環
的
に
利

用
し
な
が
ら
営
農
を
行
っ
て
い

る
（
図
）。
ま
た
、
殺
虫
剤
を

使
用
せ
ず
、
ツ
バ
メ
、
ク
モ
や

カ
エ
ル
に
よ
っ
て
ウ
ン
カ
、
カ

メ
ム
シ
を
防
除
し
た
り
と
、
自

然
生
態
系
と
両
立
可
能
な
生
産

に
こ
だ
わ
っ
て
消
費
者
と
つ
な

が
り
、
誇
り
を
持
っ
て
農
作
物

を
作
っ
て
い
る
。

　
こ
の
農
家
の
30
年
間
の
帳
簿

か
ら
経
営
実
態
を
分
析
し
た
と

島根県における自然生
態系を生かした持続可
能な農業の概略図
出所：東

ひがし

芙
ふう

花
か

さん 
（島根大学法文学部・
学生）作成

地
域
の
農
家
で
は
、

裏
山
か
ら
薪
を
切
り

出
し
て
採
暖
し
、
そ

の
木
灰
、
牛
糞
、
米

ぬ
か
や
落
ち
葉
を
混

ぜ
合
わ
せ
て
作
っ
た

有
機
堆
肥
を
田
ん
ぼ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
『
グ

リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
』
№
３
４
３

（
本
紙
同
封
3
月
25
日
発
行
）

6
頁
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　全国の保険医協会・保険医会主催のウェブ研究会・講習会は、
他府県の会員でも参加・視聴できます。企画概要等の詳細は、保
団連情報サービスに登録した会員（登録無料）が閲覧できます。

■  神奈川県保険医協会［ 3 月27日（木）19時30分～21時］

第632回月例研究会
「在宅診療の視点からみた高齢者の皮膚疾患」
浅井 俊弥氏（浅井皮膚科クリニック院長）

■  千葉県保険医協会［ 3 月29日（土）19時～21時］

医科学術研究会
「不眠症のステップドケアを実践するための治療選択と出口戦略」
三島 和夫氏（秋田大学大学院医学系研究科精神科学講座教授）

■  長野県保険医協会［ 3 月30日（日）14時～16時］

あなたの老後が危ない！どうなる、どうする？介護保険
上野 千鶴子氏（社会学者、東京大学名誉教授、
認定NPO法人ウィメンズアクションネットワーク（WAN）理事長）

研究会交流サイト研究会交流サイトののご活用ご活用をを

今後の予定

研究会
交流サイトは
こちらから

保団連保団連 保団連情報サー
ビスの登録はこ
ちらから

京都府保険医協会 融資斡旋利率表

（2025年４月委員会承認分より。自由ローンは３月１日現在）

2 0 2 5 年 (令和 7年) 3 月 2 5 日 第 3 1 9 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行



（図）

４月のレセプト受取・締切 基金・
国保
（※）

８日（火） ９日（水） 10日（木）
○ ○ ○◎

○は受付会場設置日、◎は締切日
受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求
　　 ５～７日 ８時～21時
　　 ８～10日 ８時～24時

労災
締切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（木） 10日（木） 10日（木）

れ
は
慶
応
元
（
1
8
6

5
）年
、2（
1
8
6
6
）

年
に
出
版
さ
れ
た
初
期
作
品

「
和わ

か
ん
ひ
ゃ
く
も
の
が
た
り

漢
百
物
語
」
と
「
美び

勇ゆ
う

水す
い

滸こ

伝で
ん
」
で
あ
ろ
う
。
で
は
紙
面

制
限
の
関
係
で
小
生
も
大
好
き

な
後
者
の
中
判
錦
絵
の
傑
作
だ

け
を
取
り
上
げ
る
。
ち
な
み
に

定
型
的
な
浮
世
絵
の
サ
イ
ズ
に

お
い
て
、
最
も
作
例
の
多
い
判

型
は
大
判
（
縦
39
㎝
×
横
26
・

5
㎝
、
大
奉
書
の
横
二
つ
切
）

で
、
中
判（
縦
19
・
5
㎝
×
横

26
・
5
㎝
、
大
判
の
横
二
つ

切
）、
小
判（
縦
19
・
5
㎝
×
横

13
㎝
、
大
判
の
4
分
の
1
）、

大
短
冊
判
（
縦
39
㎝
×
横
18

㎝
、
大
奉
書
の
縦
三
つ
切
）
と

続
く
。
特
に
縦
2
枚
続
き
の
も

の
を
「
掛
物
絵
」（
続
絵
・
別

称
ま
な
板
絵
縦
約
70
㎝
×
横
12

〜
13
㎝
）
と
も
呼
び
、
さ
ら
に

幅
が
狭
い
も
の
は
掛
軸
の
代
わ

り
と
し
て
縦
長
構
図
を
活
か
し

人
姿
の
あ
ぶ
な
絵
」
を
日
々
楽

し
ん
で
い
た
だ
ろ
う
し
、
や
は

り
細
長
い
「
柱
絵
」
と
称
さ
れ

る
も
の
は
実
際
は
壁
や
障
子
な

ど
の
穴
や
汚
れ
を
隠
す
の
に
重

宝
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

江
戸
時
代
の
生
活
を
想
像
し
て

み
た
く
な
る
。
団
扇
に
貼
る
た

め
の
団う

ち
わ扇
絵え

、
お
も
ち
ゃ
絵
と

呼
ば
れ
る
子
ど
も
向
け
の
双す

ご
ろ
く六

絵え

、
絵え

解と

き
パ
ズ
ル
の
判は

ん

じ

絵
、
絵
を
切
り
抜
い
て
組
み
立

て
て
遊
ぶ
組く

み
あ
げ合
絵え

、
着
せ
替
え

を
楽
し
む
姉あ

ね
さ
ま様
絵え

と
い
っ
た
変

形
タ
イ
プ
も
あ
り
、
浮
世
絵
は

江
戸
の
生
活
と
同
じ
く
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
で
あ
っ
た
。

は
紹
介
す
る
「
美
勇
水

滸
伝
」（
魁か

い
さ
い斎
・
玉

ぎ
ょ
く

櫻お
う

楼ろ
う
の
号
を
使
用
）
は
目
録
含
め

五
十
一
図
の
揃

そ
ろ
い
物も

の
で
、
多
く
は

講
談
か
ら
取
ら
れ
て
お
り
、
描

画
形
式
は
伝
統
的
な
武
者
絵
風

が
中
心
で
そ
れ
に
怪
奇
絵
の
要

素
が
加
わ
り
、
お
そ
ら
く
幕
末

当
時
の
読よ

み
ほ
ん本
（
文
を
読
む
こ
と

を
主
と
し
た
本
で
現
在
の
小

説
）
や
草く

さ

双ぞ
う

紙し
（
赤
・
青
・
黒

本
、
黄
表
紙
と
称
し
挿
絵
入
り

で
余
白
を
本
文
平
仮
名
書
き
で

埋
め
ら
れ
た
小
冊
子
、
現
在
の

グ
ラ
ビ
ア
雑
誌
）
な
ら
び
に
芝

居
好
き
の
庶
民
に
は
好
き
で
た

ま
ら
な
い
人
物
が
揃
っ
て
い
る
。

虎
が
描
か
れ
て
い
る

目
録
を
上
段
左
端
に

置
き
、五
図
を
選
択
し
た（
図
）。

そ
の
隣
の
中
央
に
配
し
た
「
黒く

ろ

報
復
し
よ
う
と
す
る
絵
の
静
寂

な
緊
張
感
が
際
立
っ
て
い
る
。

上
段
右
端
の
「
虎こ

王お
う

丸ま
る

児じ

雷ら
い

也や

」
で
は
龕が

ん
と
う灯
の
明
か
り
を
当

て
て
上
方
を
向
く
義ぎ

賊ぞ
く
児
雷
也

（
尾
形
周
馬
弘
行
）は
じ
め
、
や

や
緊
張
気
味
の
人
物
に
反
し
て

背
中
に
乗
ら
れ
て
い
る
蝦
蟇
蛙

の
「
オ
イ
！
い
つ
忍
術

を
仕
掛
け
る
の
か
？
」

と
言
わ
ん
と
ば
か
り
の

表
情
が
可カ

ワ
ユ愛
イ
。
ま

た
、
下
段
左
端
か
ら

「
勇ゆ

う

婦ふ

綱つ
な

手で

」
で
は
図

の
ご
と
く
大お

お
友と

も
若わ

か
菜な

姫ひ
め

は
白し

ら

縫ぬ
い

大だ
い

尽じ
ん

と
名
乗

り
、
美
貌
麗
し
な
が
ら

強
靭
で
天あ

ま
草く

さ
四し

郎ろ
う
と
と

も
に
鎌
首
を
も
た
げ
、

逞
し
く
描
か
れ
た
大お

ろ
蛇ち

丸ま
る
の
妖
術
を
使
っ
て
敵

で
あ
る
菊
地
の
忠
臣
鳥と

り

山や
ま
豊ぶ

ん
後ご

之の

助す
け
の
息
子
・

秋あ
き
作さ

く
と
戦
い
後
に
九
州

の
海
賊
を
平
定
す
る
。
下
段
中

央
の「
金こ

ん
神じ

ん

長ち
ょ
う
五ご

郎ろ
う
」
で
は
明

治
以
降
の
図
柄
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
見
事
な
背
中
の
彫も

ん
も
ん物

を
見
せ
つ
つ
、
緑
の
金こ

ん
剛ご

う
神し

ん
妖

怪
を
投
げ
飛
ば
し
た
と
こ
ろ
ひ

と
た
ま
り
な
く
ズ
ッ
コ
ケ
て
降

参
し
て
い
る
よ
う
だ
。
下
段
右

約
２
０
０
年
前
の
武
者
・
怪
奇
浮
世
絵

今
で
も
十
分
バ
ズ
る
だ
ろ
う 雲く

も
皇お

う
子じ

」
で
は
源
頼
光
を
恨
ん

だ
恐
ろ
し
気
な
土つ

ち
蜘ぐ

蛛も

が
黒
雲

皇
子
に
妖
術
を
背
後
か
ら
掛
け

端
の
「
高た

か
木ぎ

午う
ま
之の

助す
け
」
で
は
名な

古ご

屋や

山さ
ん
三ざ（
郎
）、
不ふ

破わ

伴ば
ん
作さ

く
と

と
も
に
茂

し
げ・も
は
や
し林
家
三
勇
士
と
言

わ
れ
、
古
寺
に
赴
い
て
肝
試
し

す
る
際
、
あ
ざ
笑
う
巨
大
な
妖

怪
に
少
し
も
驚
か
ず
右
手
で
膳

に
頬
杖
を
つ
き
、
妖
怪
を
に
ら

み
返
し
て
い
る
姿
が
誠
に
頼
も

し
い
。
本
来
の
水
滸
伝
は
ご
存

じ
の
よ
う
に
中
国
の
北
宋
末
期

に
山
東
省
の
梁り

ょ
う
ざ
ん
ぱ
く

山
泊
に
集
ま
っ

た
1
0
8
人
の
豪
傑
た
ち
の
物

語
（
四
大
奇
書
の
一
つ
）
で
あ

る
が
、
芳
年
は
そ
れ
を
国
芳
の

「
通
俗
水
滸
伝
」
を
踏
ま
え
日

本
の
人
物
を
題
材
に
し
て
い

て
、
当
時
と
し
て
は
身
近
で
師

を
も
凌
い
で
い
る
作
品
と
も
考

え
ら
れ
る
。
現
代
で
言
う
と

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
」
の

taste

に
通
じ
る
も
の
が
あ

り
、
ア
ニ
メ
化
す
る
と
ウ
ケ
る

の
で
は
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

武田 信巳（西京）第２幅

月
つき

岡
おか

芳
よし

年
とし

の魅力
最後の浮世絵師

月岡芳年中判浮世絵傑作「美勇水滸伝」選択五図（号は魁斎、玉櫻）
上段左端：目録、中央：黒雲皇子、右端：虎王丸児雷也
下段左端：勇婦綱手、中央：金神長五郎、右端：高木午之助

床
の
間
に
「
花
鳥
画
」
を
飾
っ

て
い
た
。
特
に
、
男
衆
は
「
立

姿
美
人
図
」
や
「
湯
上
が
り
女

そ

で

　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりやすく・ためになると毎回好評いた
だいている研修です。医療機関の勤務経験が少ない方を対象に、医療従事者に必
要な「接遇」「医療安全」「保険診療」の３分野の基礎をしっかり学んでいただけます。

1日目 5 月22日 （木） 14時～16時
●医院・診療所での接遇マナー研修 （初級）　参加費 お一人1,000円 ※当日徴収

2日目 5 月29日 （木） 14時～16時
❶  医事紛争から見た医療従事者としての心構え
❷  知っておきたい保険の基礎知識　参加費　無料
※ 先着順。感染状況により人数を制限する場合もあります。

場　所  京都府保険医協会・会議室

　開業に向けたノウハウを詳しく・わかりやすく解説する講習会です。講師は京
都では屈指の開業支援を手掛けており、成功する開業の秘訣と開業後の運営まで
実践的対策をお伝えします。自身の開業経験からの医師の具体的なアドバイスも
必聴です。最近増えている「第三者承継」や「医療法人化」をはじめ「診療報酬
改定・開業規制の影響」も解説します。
　「話だけでも聞いてみようかな…」という方のご参加もお待ちしています。

日　時   5 月25日（日） 10時～13時
場　所  京都府保険医協会・会議室
● 開業を成功に導くための秘訣～押さえておくべきポイント～
廣井増生税理士事務所 所長 廣井 増生氏
● 先輩開業医からのアドバイス
医療法人植園会すぎたに内科クリニック 院長 杉谷 義彦氏
●地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度の活用［解説］など
●個別相談(講習会終了後) ※個別相談をご希望の場合は、申込時にお知らせ下さい。

参加費　 無料　　非会員5,500円（当日入会時は無料）

※ 会場で参加希望の方は
　FAX075-212-0707で
　お申込み下さい。

診療報酬改定の現状と課題：若干の私見

コメント：我が国の医療政策において、診療報酬（改定）は大きな役割を担っ
ているが、その位置付けおよび基本的な性格については必ずしも明らかでは
ない面がある。特に令和の３回の改定については、改定プロセス、改定内容
両面において大きな問題をはらんでいるように思われる。本講演においては、
診療報酬改定に関して若干の私見を披露し、会員の皆様のご参考に供したい。

Web参加の
お申込みは
こちら

琵琶湖一周ハイク２ 唐崎～堅田
　琵琶湖一周ハイク第２弾は、唐崎より穴太衆積みの石垣で知られ、延暦寺の里　琵琶湖一周ハイク第２弾は、唐崎より穴太衆積みの石垣で知られ、延暦寺の里
寺が集合する宗教都市・坂本の社寺をじっくりと鑑賞し、典型的里山風景が見ら寺が集合する宗教都市・坂本の社寺をじっくりと鑑賞し、典型的里山風景が見ら
れる仰木を抜け、浮御堂などで知られる湖族の街・堅田まで山裾を辿ります。れる仰木を抜け、浮御堂などで知られる湖族の街・堅田まで山裾を辿ります。れる仰木を抜け、浮御堂などで知られる湖族の街・堅田まで山裾を辿ります。

4月20日㊐
行　程

約13km　5時間程度
JR唐崎駅～穴太廃寺跡～滋賀院門跡～
日吉大社～西教寺～仰木～JR堅田駅

［集　合］ 9時　
JR湖西線・唐崎駅改札口

［費　用］ 無料（交通費自弁）
昼食・飲物・雨具
などは各自ご用意
下さい。

春の環境
ハイキング

※ 前日夜の降水確率が60％以上の
場合は中止

第677回 社会保険研究会

日　時   3 月29日（土） 14時30分～16時30分
講　師   九州大学名誉教授、中央社会保険医療協議会（中医協）
 入院・外来医療等の調査・評価分科会会長

 　　　　　　　　　　　　　　　尾形 裕也氏

形　式  Zoom＋会場（京都府保険医協会・会議室）
定　員  会場定員 30人（先着順）
 Web参加　定員なし

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

※ 京都府内医療機関にお勤めの勤務医、各都道
府県保険医協会会員と医療機関職員の方もご
参加いただけます。

日本医師会生涯教育制度
カリキュラムコード：６　医療制度と法律 1.5単位

　新しく医療機関に勤められた方の研修会診療所
対象

新規開業を考える方の講習会

お申込は
こちらから

龍

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら
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